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令
和
７
年
第
４
回
町
議
会
定
例
会
は
、
12
月
16
日
に
招
集
さ
れ
、
会
期
を

17
日
ま
で
の
２
日
間
と
決
定
し
た
。

初
日
は
早
川
議
員
、
伊
藤
議
員
、
村
本
議
員
の
３
氏
が
一
般
質
問
を
行
っ

た
後
、
町
長
か
ら
条
例
２
件
、
予
算
４
件
が
提
出
さ
れ
、
可
決
後
、
議
事
の

都
合
に
よ
り
翌
日
に
延
会
し
た
。

　
２
日
目
は
議
員
か
ら
そ
の
他
１
件
が
提
出
さ
れ
、
そ
の
後
町
長
か
ら
追
加

で
条
例
２
件
、
予
算
６
件
が
提
出
さ
れ
、
全
て
可
決
し
て
閉
会
し
た
。
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No.142

　○ 一般会計補正予算（第８号、第９号）
追加　　　　　1 億１７６９万４千円
総額　　　　５７億１８４１万８千円

○国民健康保険特別会計補正予算（第３号、第 4 号）
追加　　　　　　　　３３３万９千円
総額　　　　　４億９３９６万６千円

○介護保険特別会計補正予算（第３号、第４号）
追加　　　　　　　　９８１万７千円
総額　　　　　　　４億７１５１万円

○下水道事業会計補正予算（第３号）
追加　　　　　　　　　７６万５千円
総額　　　　　２億４９０５万２千円

○風力発電事業会計補正予算（第２号）
追加　　　　　　　　　９２万６千円
総額　　　　　１億１６７４万２千円

（主な補正）
　・認定こども園施設型給付費負担金　　 　  ２８４６万２千円　増額

　・産地生産基盤パワーアップ事業補助金　　　５２００万円　追加

　・物価高騰対応子育て応援手当　　　　　　　　６６２万円　追加
○
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

　
認
定
こ
ど
も
園
等
に
通
っ
て
い
な
い
児

童
が
月
一
定
時
間
（
１
日
10
時
間
）
の
利

用
可
能
枠
内
で
時
間
単
位
で
通
園
が
可

能
。

○
町
議
会
議
員
及
び
長
の
選
挙
に
お
け
る

選
挙
運
動
の
公
費
負
担
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

　
選
挙
運
動
用
ビ
ラ
及
び
選
挙
運
動
用
ポ

ス
タ
ー
作
成
の
限
度
額
の
改
正
。

○
特
別
職
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

　

期
末
手
当
の
支
給
額
を
１
０
０
分
の

２
２
８・５
を
乗
じ
た
額
に
変
更
。

○
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
　
人
事
院
の
給
与
勧
告
に
鑑
み
、
民
間
給

与
と
の
格
差
を
解
消
す
る
た
め
初
任
給
及

び
給
料
表
の
引
き
上
げ
、
期
末
手
当
及

び
勤
勉
手
当
に
０・
０
２
５
月
分
ず
つ
均

等
配
分
、
通
勤
手
当
を
２
０
０
円
か
ら

７
１
０
０
円
ま
で
の
幅
で
引
き
上
げ
。

 

令
和
７
年
第
４
回
定
例
会

12
月
16
日

発行日　令和 8 年 1 月 27 日

○簡易水道事業会計補正予算（第１号、第２号）
追加　　　　　　　　３９８万９千円
総額　　　　　２億５８６４万４千円

（
主
な
議
案
）



一般
質問

LED 化更新の状況は

現
在
使
用
し
て
い
る
電
球
型
蛍
光

灯
は
今
年
度
末
で
製
造
が
終
わ
り
、

一
般
蛍
光
灯
・
水
銀
灯
は
２
０
２
７

年
に
製
造
及
び
輸
入
が
禁
止
と
な
り
、

発
光
ダ
イ
オ
ー
ド(

Ｌ
Ｅ
Ｄ)
照
明
に

切
り
替
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
二

年
前
に
も
お
聞
き
し
た
が
、
現
在
観

光
施
設
・
公
民
館
等
は
改
修
に
併
せ

て
の
更
新
が
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
後
ど
の
程
度
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
更
新
が

進
ん
で
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
防
犯
灯
の
更
新
は
進
ん
で

い
る
が
、
道
路
灯
の
水
銀
灯
の
更
新

は
遅
れ
て
い
る
。
こ
の
水
銀
灯
は
夏

に
害
虫
が
寄
り
早
朝
に
は
カ
ラ
ス
の

群
れ
が
集
ま
り
環
境
的
・
衛
生
的
に

も
良
く
な
い
状
況
で
あ
る
。
肌
荒
れ
・

湿
疹
等
人
的
被
害
も
出
て
い
る
。
道

路
灯
を
先
行
し
て
更
新
出
来
な
い
の

か
。

　
　
　
　

早
川　
議
員

質　
問

Q
A

福
士　
町
長

答　
弁

照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
は
、
地
域
脱
炭

素
を
進
め
る
上
で
、
効
果
が
確
実
で
、

従
来
の
照
明
よ
り
大
幅
な
省
エ
ネ
が

可
能
と
な
り
、
電
力
使
用
に
伴
う
Ｃ

Ｏ
２
排
出
の
削
減
が
図
ら
れ
、
地
域
の

脱
炭
素
行
動
を
広
げ
る
施
策
で
あ
る

と
認
識
を
し
て
い
る
。
そ
の
後
２
年

間
で
の
公
共
施
設
等
に
お
け
る
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
に
つ
い
て
は
、
浄
水
場
の
大
規

模
改
修
及
び
三
角
点
ス
キ
ー
場
屋
外

照
明
設
備
や
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ロ

ビ
ー
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
へ
の
１
０
０
％

の
更
新
が
進
ん
だ
ほ
か
、
１
０
０
％

更
新
済
の
公
共
施
設
は
、
と
ま
ま
え

温
泉
ふ
わ
っ
と
、
苫
前
小
学
校
、
古

丹
別
小
学
校
、
苫
前
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
な
っ
て
い
る
。

　

１
０
０
％
更
新
が
完
了
し
て
い
な

い
各
施
設
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
約
10
％

か
ら
30
％
程
度
の
更
新
状
況
と
な
っ

て
お
り
、
各
施
設
の
照
明
器
具
に
不

具
合
が
発
生
し
た
場
合
に
順
次
更
新

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま

た
、
公
営
住
宅
敷
地
内
に
お
け
る
街

灯
に
つ
い
て
は
、
全
て
更
新
済
で
、

苫
前
中
学
校
や
役
場
庁
舎
な
ど
の
よ

う
に
部
分
改
修
時
に
お
い
て
更
新
を

順調に更新・更に事業債を活用し財源確保
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図
る
な
ど
の
対
応
も
進
め
て
き
て
お

り
、
役
場
庁
舎
に
お
い
て
は
、
照
明

器
具
数
４
１
０
台
に
対
し
１
０
６
台

が
更
新
と
な
っ
て
お
り
、
約
30
％
の

更
新
状
況
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
一
方
、
１
０
０
％
未
整
備
の

施
設
に
つ
い
て
は
、
学
校
給
食
共
同

調
理
場
、
若
者
交
流
セ
ン
タ
ー
、
考

古
資
料
館
、
緑
ヶ
丘
ス
キ
ー
場
な
ど

が
あ
る
が
、
各
施
設
を
一
斉
に
更
新

す
る
こ
と
は
財
政
上
難
し
く
、
財
政

状
況
を
見
な
が
ら
順
次
更
新
し
て
い

く
。
一
方
で
、
公
民
館
な
ど
の
公
共

施
設
の
長
寿
命
化
事
業
で
あ
る
大
規

模
改
修
に
お
い
て
は
、
過
疎
債
の
充

当
が
可
能
と
な
っ
た
ほ
か
、
公
共
施

設
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
な
い

役
場
庁
舎
に
対
し
て
も
交
付
税
措
置

の
あ
る
脱
炭
素
化
推
進
事
業
債
が
活

用
で
き
る
場
合
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

活
用
可
能
な
財
源
を
調
査
し
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
財

源
確
保
が
可
能
と
な
る
大
規
模
改
修

に
つ
い
て
、
政
策
全
体
の
優
先
順
位

や
予
算
配
分
と
財
源
手
当
及
び
公
共

施
設
の
老
朽
化
状
態
な
ど
を
勘
案
し
、

観
光
施
設
を
含
め
た
公
共
施
設
に
お

け
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
計
画
的
な
設
備
更

新
を
行
っ
て
い
く
。
道
路
照
明
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
平

成
28
年
度
か
ら
損
傷
の
激
し
い
道
路

照
明
を
優
先
し
て
更
新
し
て
き
た
が
、

年
間
10
基
程
度
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
へ
更
新

し
て
き
て
お
り
、
本
年
度
は
７
基
を

更
新
し
、
そ
の
結
果
、
令
和
７
年
12

月
現
在
で
、
町
が
管
理
す
る
２
０
９

基
の
う
ち
１
１
８
基
、
約
57
％
が
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
に
至
っ
て
お
り
、
来
年
度
は

更
に
13
基
の
更
新
を
計
画
し
て
い
る
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
や

維
持
管
理
費
の
削
減
に
加
え
、
害
虫

が
寄
り
付
き
に
く
い
波
長
特
性
を
有

し
て
お
り
、
被
害
軽
減
に
も
効
果
が

期
待
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
町
と
し

て
は
、
引
き
続
き
、
安
全
で
快
適
な

生
活
環
境
の
確
保
に
向
け
て
、
計
画

的
に
道
路
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
進
め

て
い
く
。
引
き
続
き
内
部
協
議
を
進

め
２
０
３
０
年
度
ま
で
を
目
途
に
主

要
施
設
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
取
り
組
ん
で

い
く
。
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一般
質問

町道古丹別西２条線の維持管理を

国
道
２
３
９
号
線
か
ら
公
民
館
方

面
に
進
む
古
丹
別
西
２
条
線
は
、
古

丹
別
歯
科
診
療
所
・
苫
前
町
商
工
会
・

苫
前
町
公
民
館
・
る
も
い
農
協
苫
前

基
幹
支
所
・
古
丹
別
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ

ル
・
苫
前
厚
生
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
認
定

古
丹
別
こ
ど
も
園
が
道
路
沿
い
に
あ

り
、
町
内
外
の
方
々
が
利
用
し
、
最

近
で
は
「
三
毛
別
ひ
ぐ
ま
事
件
復
元

現
場
」
を
訪
れ
る
観
光
客
が
通
過
す

る
ケ
ー
ス
も
増
え
、
古
丹
別
の
玄
関

先
と
し
て
の
役
割
も
果
た
し
て
い
る
。

１
、
チ
ェ
リ
ー
ロ
ー
ド
と
も
呼
ば
れ

て
い
る
植
樹
帯
の
桜
は
、
町
で
枯
れ

枝
の
伐
採
等
の
処
理
で
本
格
的
な
剪

定
作
業
が
行
わ
れ
て
い
な
い
が
、
今

後
の
剪
定
作
業
の
予
定
と
、
桜
が
欠

損
し
て
い
る
場
所
の
対
応
は
。

２
、
植
樹
帯
で
は
、
秋
に
１
メ
ー
ト

ル
近
い
雑
草
が
生
い
茂
り
景
観
を
損

ね
、
通
学
す
る
子
供
た
ち
の
視
界
を

　
　
　
　

伊
藤　
議
員

質　
問

Q
A

福
士　
町
長

答　
弁

古
丹
別
西
２
条
線
は
、
春
に
は
満

開
の
桜
が
咲
き
誇
る
こ
と
か
ら
「
チ
ェ

リ
ー
ロ
ー
ド
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
、

平
成
28
年
に
は
「
苫
前
町
の
宝
」
に

選
定
さ
れ
る
な
ど
、
町
と
し
て
も
今

後
も
守
り
、
後
世
に
引
き
継
ぐ
べ
き

景
観
資
源
で
あ
る
と
認
識
を
し
て
い

る
。

１
、
過
去
に
一
度
、
建
設
業
者
の
地

域
貢
献
と
し
て
剪
定
が
行
わ
れ
た
。

地域の実情を踏まえながら
維持管理や景観形成を進めていく

町
で
は
枯
れ
枝
の
伐
採
な
ど
、
最
小

限
の
安
全
確
保
に
と
ど
め
て
き
た
が
、

桜
並
木
の
景
観
維
持
を
考
慮
し
、
桜

の
保
護
と
長
寿
命
化
を
目
的
に
、
専

門
的
知
見
を
有
す
る
造
園
事
業
者
等

へ
の
委
託
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、

適
切
な
剪
定
方
法
や
植
栽
管
理
の
在

り
方
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
。
欠

損
し
て
い
る
箇
所
の
対
応
に
つ
い
て

は
、
再
植
栽
も
含
め
、
落
ち
葉
や
花

び
ら
の
処
理
、
毛
虫
等
の
害
虫
被
害

な
ど
、
地
域
の
負
荷
に
つ
な
が
る
側

面
も
あ
る
た
め
、
関
係
団
体
や
町
内

会
、
近
隣
住
民
の
ご
意
見
を
十
分
に

伺
い
な
が
ら
、
地
域
に
適
し
た
維
持

管
理
の
方
向
性
を
協
議
す
る
。

２
、
除
草
・
草
刈
作
業
状
況
は
、
町

が
管
理
す
る
道
路
つ
い
て
は
、
町
内

建
設
業
者
に
業
務
を
委
託
し
て
夏
と

秋
の
年
間
２
回
の
草
刈
り
を
実
施
し
、

植
樹
帯
に
お
い
て
も
同
様
の
扱
い
と

し
て
管
理
を
行
い
、
枯
れ
枝
な
ど
通

行
に
支
障
を
き
た
す
恐
れ
が
あ
る
場

合
は
、
ス
ポ
ッ
ト
的
に
対
応
し
て
い

る
が
、
秋
に
は
雑
草
が
繁
茂
し
て
し

ま
い
、
景
観
を
損
ね
、
通
学
児
童
の

視
界
を
遮
る
な
ど
、
町
と
し
て
も
課

題
と
し
て
認
識
し
て
い
る
。

草
刈
り
の
実
施
時
期
な
ど
の
再
検

討
と
、
今
後
の
景
観
維
持
に
、
ハ
イ

マ
ツ
や
雑
草
な
ど
の
除
去
や
除
草
を

含
め
、
植
樹
帯
全
体
の
再
整
備
も
検

討
す
る
。

３
、
ア
ダ
プ
ト
制
度
と
は
、
道
路
の

景
観
形
成
や
環
境
美
化
を
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
と
道
路
管
理
者
が
協
定

を
結
び
、
地
域
住
民
と
行
政
が
同
じ

目
的
の
た
め
に
対
等
な
立
場
で
協
力

し
合
い
な
が
ら
力
を
合
わ
せ
て
働
く

と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
協
働
と
い
う
理

念
を
も
つ
制
度
で
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
本
町
の
現
状
で
は
活
動
し
て

い
た
だ
け
る
参
加
者
の
確
保
が
難
し

い
状
況
で
あ
り
、
直
ち
に
町
と
し
て

の
制
度
導
入
に
つ
い
て
は
、
現
段
階

で
は
厳
し
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

ア
ダ
プ
ト
制
度
の
基
本
理
念
で
あ

る
共
生
社
会
に
お
け
る
マ
チ
の
美
化

活
動
な
ど
行
政
と
地
域
住
民
に
よ
る

「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
は
、
地
域
社

会
に
と
っ
て
重
要
な
コ
ン
セ
プ
ト
で

あ
り
、
今
後
、
町
内
会
及
び
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
サ
ー
ク
ル
活
動
組
織
な
ど

の
皆
さ
ん
と
の
協
議
を
行
い
、
地
域

の
実
情
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
維
持
管

理
や
景
観
形
成
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
可
能
と
な
る
仕
組
み
づ
く
り
に
つ

い
て
研
究
を
す
る
。

一
部
遮
っ
て
い
る
。
今
後
の
景
観
維

持
は
。

３
、
公
民
館
関
係
事
業
「
フ
ラ
ワ
ー

ス
マ
イ
ル
事
業
」
の
廃
止
と
、
苫
前

町
商
工
会
女
性
部
の
独
自
事
業
「
花

一
杯
運
動
」
も
本
年
度
で
事
業
打
ち

切
り
と
聞
い
て
い
る
。
一
部
の
方
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
花
を
植
え
管
理
し

て
い
る
が
、
自
主
的
な
取
り
組
み
が

広
が
っ
て
い
な
い
。

　

国
や
道
が
実
施
し
て
い
る
植
樹
帯

の
花
を
無
償
提
供
し
維
持
管
理
と
景

観
形
成
に
協
力
し
て
く
れ
る
地
先
住

民
を
育
て
て
い
る
ア
ダ
プ
ト
制
度
（
花

の
里
親
制
度
）
の
苫
前
版
を
創
設
し
、

景
観
形
成
に
寄
与
す
る
人
材
育
成
を

育
め
な
い
か
。
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一般
質問

農地の地力維持は

①
再
エ
ネ
導
入
に
よ
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
現
状
に
つ
い
て

　

町
内
で
風
力
又
は
太
陽
光
な
ど
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
事
業
の
計

画
が
業
者
か
ら
示
さ
れ
た
と
き
、
地

域
で
懸
念
さ
れ
る
事
象
の
判
断
基
準

と
な
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　

村
本　
議
員

質　
問

Q
A

福
士　
町
長

答　
弁

本
町
で
は
、
平
成
29
年
12
月
か
ら

「
苫
前
町
小
型
風
力
発
電
施
設
設
置
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
施
行
し
、

20
Ｋ
Ｗ
以
下
の
小
規
模
風
力
発
電
事

業
に
つ
い
て
判
断
基
準
を
設
け
て
い

る
。
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
住

宅
や
学
校
と
の
距
離
の
確
保
、
騒
音

及
び
低
周
波
音
へ
の
配
慮
、
景
観
や

自
然
環
境
へ
の
影
響
の
軽
減
、
電
波

障
害
対
策
、
災
害
防
止
、
文
化
財
保

護
な
ど
の
観
点
か
ら
事
業
者
の
遵
守

事
項
を
定
め
る
と
と
も
に
、
町
へ
の

国や道への要望活動に努める

事
前
説
明
や
住
民
説
明
会
の
開
催
及

び
設
置
後
の
管
理
や
事
故
時
の
報
告

な
ど
、
地
域
と
の
調
和
を
図
る
た
め

の
手
続
を
整
理
し
て
い
る
。

　

太
陽
光
発
電
は
、
近
年
、
蓄
電
池

と
の
併
設
や
複
数
電
源
の
組
み
合
わ

せ
な
ど
、
技
術
の
進
展
に
よ
り
多
様

な
事
業
計
画
が
想
定
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
て
お
り
、
こ
う
し
た
事
業

動
向
を
踏
ま
え
、
様
々
な
設
備
に
対

応
し
た
共
通
ル
ー
ル
を
設
け
る
こ
と

が
実
務
上
も
効
率
的
で
あ
る
と
と
も

に
、
自
然
環
境
の
保
全
と
住
民
の
安

心
安
全
に
配
慮
し
た
内
容
を
盛
り
込

む
こ
と
を
基
本
と
し
た
上
で
、
事
業

者
の
遵
守
事
項
や
町
と
の
調
整
手
順

及
び
住
民
説
明
の
方
法
な
ど
を
体
系

的
に
整
理
し
た
、
統
一
的
な
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
整
備
を
現
在
検
討
し
て
お

り
、
来
年
４
月
頃
に
は
、
作
成
を
完

了
さ
せ
た
い
。

②
今
後
の
農
地
の
使
い
方
と
地
力
維

持
に
つ
い
て

　

町
内
の
農
家
戸
数
も
就
業
人
口
も

減
少
す
る
中
、
今
後
は
さ
ら
に
土
地

利
用
型
作
物
が
増
え
て
い
く
と
思
わ

れ
る
。
根
本
と
な
る
地
力
の
維
持
に

向
け
、
家
畜
排
せ
つ
物
利
用
促
進
計

画
と
絡
め
て
、
堆
き
ゅ
う
肥
有
効
活

用
に
向
け
た
苫
前
独
自
の
取
り
組
み

は
で
き
な
い
か
。

福
士　
町
長

答　
弁

　

本
年
４
月
、
農
林
水
産
省
は
新
た

な
「
家
畜
排
せ
つ
物
の
利
用
の
促
進

を
図
る
た
め
の
基
本
方
針
」
を
定
め
、

そ
れ
に
伴
い
北
海
道
に
お
い
て
も
「
家

畜
排
せ
つ
物
利
用
促
進
計
画
」
の
見

直
し
が
現
在
進
め
ら
れ
て
お
り
、
そ

の
素
案
の
中
で
家
畜
排
せ
つ
物
の
、

基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
畜
産
農
家

の
責
任
で
処
理
す
る
基
本
的
な
考
え

に
立
ち
つ
つ
、
環
境
規
制
や
地
球
温

暖
化
防
止
対
策
に
も
対
応
し
た
、
持

続
的
な
処
理
・
利
用
の
実
現
を
目
指

す
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

　

堆
き
ゅ
う
肥
の
有
効
活
用
に
向
け

た
国
や
道
の
制
度
設
計
に
基
づ
い
た

新
た
な
施
策
が
決
定
さ
れ
、
そ
の
後
、

関
係
団
体
か
ら
要
請
が
あ
っ
た
場
合

に
は
、
町
と
し
て
も
関
係
団
体
と
協

議
の
う
え
、
国
や
道
へ
の
要
望
活
動

を
は
じ
め
、
施
策
の
実
現
に
努
め
た

い
。

③
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
協
議
会
の
活
性

化
に
つ
い
て

　

今
回
、
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
で

の
酪
農
分
野
の
制
限
が
撤
廃
さ
れ
、

増
頭
制
限
も
な
く
な
り
、
牛
舎
の
整

備
、
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の
機
械
導

入
も
可
能
と
な
っ
た
。
町
内
で
こ
れ

以
上
酪
農
家
を
減
ら
さ
な
い
た
め
に

も
、
施
設
や
機
械
の
整
備
は
必
要
で

あ
り
、
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
協
議
会
を

活
性
化
さ
せ
、
事
業
展
開
を
図
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が
。福

士　
町
長

答　
弁

　

対
策
協
議
会
は
酪
農
組
合
、
JA
水

稲
、
畑
作
、
そ
菜
な
ど
農
業
全
般
の

生
産
部
会
と
行
政
な
ど
の
関
係
機
関

に
よ
り
構
成
さ
れ
、
協
議
会
事
業
と

し
て
、
地
域
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
計
画

の
作
成
及
び
国
庫
補
助
金
の
申
請
と

交
付
等
に
係
る
事
務
な
ど
も
担
っ
て

い
る
。

　

JA
苫
前
基
幹
支
所
酪
農
畜
産
課
か

ら
は
、
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
は
、

今
後
に
お
い
て
国
や
道
か
ら
の
要
綱

要
領
や
制
度
内
容
を
確
認
し
た
う
え

で
、
各
生
産
者
か
ら
の
要
望
を
精
査

し
、
必
要
に
応
じ
て
新
た
な
苫
前
町

地
域
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
計
画
と
し
て

取
り
ま
と
め
て
い
く
予
定
と
の
報
告

を
受
け
て
い
る
。
行
政
と
し
て
、
現

段
階
で
今
後
の
事
業
展
開
に
つ
い
て

の
答
弁
は
尚
早
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

本
町
酪
農
経
営
は
行
政
と
し
て
全

力
で
支
え
て
い
く
こ
と
は
当
然
の
こ

と
で
あ
り
、
今
後
も
酪
農
に
限
ら
ず

本
町
農
業
の
生
産
基
盤
強
化
の
た
め

必
要
と
さ
れ
る
事
業
は
、
国
や
道
に

強
く
要
望
を
し
て
い
く
。
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○
留
萌
中
部
地
域
子
ど
も
発
達
支
援

セ
ン
タ
ー
運
営
負
担
金

・
羽
幌
町
が
設
置
す
る
子
ど
も
発
達
支

援
セ
ン
タ
ー｢

に
じ
い
ろ｣

は
築
45

年
ほ
ど
経
過
し
、
劣
化
が
著
し
い
こ

と
か
ら
建
替
え
工
事
を
行
っ
て
お
り
、

建
替
え
に
係
る
事
業
費
の
負
担
。

令
和
８
年
度
か
ら
運
用
開
始
を
予
定

令
和
８
年
度
町
負
担
金
予
定
額　

　
　
　
　
　
　

  　
２
２
２
万
２
千
円

令
和
９
年
度
～
19
年
度
町
負
担
金
予

定
額(

年
額)　

    

１
３
５
万
３
千
円

○
３
歳
児
健
診
視
覚
検
査
機
器
の
導

入・
視
覚
検
査
の
精
度
向
上
の
た
め

予
算
額　
　

  　
　
１
５
３
万
７
千
円　
　

○
私
有
林
等
整
備
事
業
補
助
金
の
予

算
補
正

・
今
年
度
は
８
月
～
９
月
の
雨
に
よ
り

林
道
の
砂
利
流
出
や
地
盤
の
緩
み
が

生
じ
、
当
初
計
画
よ
り
も
多
く
の
砂

利
敷
が
必
要
に
な
っ
た
た
め
。

補
正
後
予
算　
　

  　
１
１
８
８
万
円

　
　
　
　

 (

１
８
７
万
４
千
円
増
額)

○
ヒ
グ
マ
対
策
に
関
す
る
報
告
等

・
本
年
度
の
ク
マ
の
捕
獲
頭
数
１１
月
末

時
点
で
７
頭
と
こ
こ
十
数
年
で
最
多
。

ヒ
グ
マ
の
捕
獲
に
対
し
新
た
な
報
酬

を
設
け
た
が
想
定
以
上
の
出
没
・
捕

一
定
時
間(

10
時
間
上
限)

ま
で
、
保

護
者
の
就
労
要
件
等
を
問
わ
ず
通
園

支
援
事
業
と
し
て
制
度
化
す
る
。

　
市
町
村
か
ら
事
業
所
へ
の
支
払
額

・
０
歳
児　
　
　
１
３
０
０
円
／
時
間

・
１
歳
児　
　
　
１
１
０
０
円
／
時
間

・
２
歳
児　
　
　
　
９
０
０
円
／
時
間

委員会レポート
 

総
務
産
業
常
任
委
員
会

12
月
４
日

○
地
域
公
共
交
通
対
策

・
生
活
路
線
バ
ス
の
ダ
イ
ヤ
改
正
及
び

運
賃
改
定

○
古
丹
別
地
区
多
世
代
交
流
・
多
機

能
型
拠
点
施
設
整
備
事
業　

・
基
本
・
実
施
設
計
業
務
委
託

契
約
金
額　
　
　
　

  　
　
２
千
万
円

・
既
存
建
物
等
解
体
業
務
委
託

契
約
金
額　

  　
２
５
５
８
万
６
千
円

　
令
和
８
年
秋
供
用
開
始

獲
に
よ
り
予
算
補
正
を
行
う
。

予
算
額　
　
　
　
　
　

  　
　
34
万
円

〇
産
地
生
産
基
盤
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事

業・
小
麦
生
産
に
お
け
る
労
働
生
産
性
の

向
上
を
図
る
。

普
通
型
セ
ミ
ク
ロ
ー
ラ
ー
コ
ン
バ
イ

ン
１
台

総
事
業
費　
　

  

１
億
１
４
４
０
万
円

〇
各
観
光
施
設
の
改
修

・
な
な
か
ま
ど
の
館　
　

   　
１
億
円

・
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場 

５
３
０
０
万
円

・
ホ
ワ
イ
ト
ビ
ー
チ  

５
４
０
０
万
円

・
さ
わ
や
か
ト
イ
レ  

１
９
０
０
万
円

・
未
来
港
公
園　
　

  

１
６
０
０
万
円

〇
乳
児
等
通
園
支
援
事
業(

こ
ど
も

誰
で
も
通
園
制
度)

・
全
て
の
こ
ど
も
の
育
ち
を
応
援
し
月

〇
公
民
館
の
改
修

・
設
置
か
ら
33
年
経
過
し
各
所
経
年
に

よ
る
劣
化
、
館
内
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
化
、

酷
暑
対
策
の
空
調
整
備
を
行
う
。

客室に変更予定の研修室客室に変更予定の研修室

こども誰でも通園制度をこども誰でも通園制度を
実施する認定こども園実施する認定こども園改修が急がれる公民館（外壁）改修が急がれる公民館（外壁）

新しく建設予定地となる旧梅屋旅館跡地新しく建設予定地となる旧梅屋旅館跡地
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
巳
年
で
し
た
が
、
熊
年

だ
っ
た
か
な
と
思
う
ほ
ど
、
全
国
各

地
か
ら
熊
の
報
道
が
流
れ
ま
し
た
。

本
町
に
お
い
て
も
、
町
内
各
地
で

熊
の
目
撃
情
報
と
捕
獲
の
話
題
が
続

き
ま
し
た
。
怖
い
思
い
を
さ
れ
た
方

も
お
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
今
年
も
熊
が
人
里
に
来
る
可
能

性
は
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
で
情
報
共

有
し
な
が
ら
、
事
故
に
遭
わ
な
い
よ

う
警
戒
し
て
生
活
し
ま
し
ょ
う
。
そ

の
た
め
に
議
会
も
お
手
伝
い
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

さ
て
、
今
年
の
干
支
は
丙
午
（
ひ

の
え
う
ま
）
で
す
。
情
熱
や
前
進
、

成
功
を
象
徴
す
る
縁
起
の
良
い
年
と

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
こ
の
良
い
縁
起
に
あ
や
か
れ
ま

す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

私
た
ち
議
員
の
任
期
も
、
残
す
と

こ
ろ
１
年
と
な
り
ま
し
た
。
町
民
の

皆
様
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
鋭
意
努

力
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
文
責　
伊
藤
ま
ち
子

編
集
後
記

 【
道
内
行
政
視
察
】

〇
福
島
町
水
産
種
苗
生
産
セ
ン

タ
ー

　

沿
岸
部
に
あ
る
施
設
だ
が
、
長

寿
命
化
を
考
慮
し
、
サ
ビ
に
強
い

作
り
で
屋
内
の
飼
育
室
は
ガ
ラ
ス

の
屋
根
と
壁
を
採
用
。
ま
た
照
明

は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
。
昆
布
の
種
苗
育
成

室
の
内
部
は
結
露
抑
制
の
対
策
と

し
て
、
外
断
熱
工
法
を
採
用
。
こ

の
施
設
で
は
、
昆
布
と
キ
タ
ム
ラ

サ
キ
ウ
ニ
の
種
苗
育
成
を
行
っ
て

い
る
。

近
年
の
平
均
海
水
温
の
上
昇
に

よ
り
エ
ゾ
バ
フ
ン
ウ
ニ
が
減
少
。

エ
ゾ
バ
フ
ン
ウ
ニ
は
海
水
温
23
度

を
超
え
る
と
生
息
が
困
難
に
な
る

た
め
よ
り
高
温
に
強
い
キ
タ
ム
ラ

サ
キ
ウ
ニ
の
生
産
に
シ
フ
ト
。
こ

れ
か
ら
の
時
代
は
作
り
育
て
る
漁

業
が
大
事
に
な
っ
て
く
る
と
の
事
。

こ
の
よ
う
な
生
産
施
設
を
整
備
す

る
こ
と
に
よ
り
、
生
産
の
安
定
性

と
職
員
の
作
業
性
の
向
上
、
昆
布

と
ウ
ニ
の
統
合
施
設
と
す
る
こ
と

に
よ
る
生
産
コ
ス
ト
や
労
働
力
の

低
減
、
健
苗
生
産
に
よ
る
漁
獲
高

の
増
大
更
に
は
漁
業
経
営
の
安
定

化
と
基
幹
産
業
の
発
展
に
繋
が
っ

て
い
く
。

　

こ
れ
か
ら
先
必
ず
く
る
漁
業
従

事
者
の
高
齢
化
、
そ
し
て
若
い
方

が
少
し
で
も
良
い
環
境
の
中
で
作

業
が
で
き
る
よ
う
に
、
今
後
の
漁

業
従
事
者
の
た
め
に
も
こ
の
よ
う

な
施
設
が
今
後
必
要
に
な
っ
て
く

る
と
思
う
。

ライドシェア先進地の木古内町での説明風景ライドシェア先進地の木古内町での説明風景

○
木
古
内
町
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

木
古
内
町
内
に
ハ
イ
ヤ
ー
会
社

が
１
社
あ
り
運
転
手
２
名
（
社
長

含
む
）
配
車
担
当
１
名
で
運
営
し

て
い
る
。

　

主
な
利
用
者
は
、
町
民
の
買
物

や
病
院
と
観
光
・
ビ
ジ
ネ
ス
と
な
っ

て
い
る
。

　

運
転
手
不
足
と
人
口
減
少
や
地

域
企
業
の
経
費
節
減
に
よ
り
利
用

者
の
減
少
。
新
た
に
運
転
手
を
雇

用
す
る
経
営
的
余
裕
が
な
い
こ
と

に
よ
り
、
北
海
道
運
輸
局
・
木
古

内
町
・
ハ
イ
ヤ
ー
会
社
と
の
協
議

後
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
を
導
入
。

　

料
金
は
初
乗
り
（
１
．
４
㎞
ま

で
７
９
０
円
）

保
険
は
自
家
用
車
の
所
有
者
が

契
約
し
て
い
る
対
人
・
対
物
賠
償

責
任
保
険
（
タ
ク
シ
ー
と
同
等
の

補
償
が
必
要
）

　

ハ
イ
ヤ
ー
が
空
い
て
い
れ
ば
ハ

イ
ヤ
ー
優
先
で
運
行
。

　

今
後
想
定
さ
れ
る
課
題
も
あ
る

が
、
一
つ
の
交
通
手
段
で
あ
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
と
感
じ
た
。

 

議
会
報
発
行
特
別
委
員
会

12
月
17
日

　
検
討
協
議
・
レ
イ
ア
ウ
ト
・　

　
編
集
作
業

12
月
25
日

　
検
討
協
議
・
レ
イ
ア
ウ
ト
・

　
編
集
作
業

１
月
９
日

　
検
討
協
議
・
レ
イ
ア
ウ
ト
・

　
編
集
作
業

道内唯一のキタムラサキウニの種苗施設道内唯一のキタムラサキウニの種苗施設


